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新基本民法 7 家族編
――女性と子どもの法

『基本民法Ⅰ～Ⅲ』が新しくなります。もとは財産法 3分冊でしたが，民法全般を扱う 8分
冊となります。シリーズ・コンセプトに変更はなく，法曹志望であってもなくてもすべての
法学部生に学んでほしい民法学の「基本」を解説した教科書です。

　第 1弾として第 7巻・家族編ができました。構成や章タイトルは民法典と少し違いますが，民法第
4編親族を扱っています。例えば売買契約の登場人物には権利義務の主体となりうる抽象的な資格が備
わっていればOKです。しかし家族の問題となるとどうでしょう。子どもを産む性なのか，結婚してい
るのか，子どもがいるのか等によってそれぞれ考えるべきことが違ってきます。このような「人」「家
族」を民法はどう捉えているでしょうか。一緒に考えてみませんか。
　本書はハード面でも学びやすくするための工夫を種々織り込んでいます。ソフト・ハード両面の工夫
を著者ご自身に語っていただきました。YouTube にて配信中！（Y.F.）
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2色刷り！ 大切な文章を色で示します。また，読み進めやすいように13のunit に分かれています。


